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研究代表



国連環境計画（2009）
ブルーカーボンレポート

ブルーカーボンとは

「ブルーカーボン」は海洋の「グリーンカーボン」
⇒海洋生物に取り込まれた大気中CO2由来の炭素のこと

【ブルーカーボン生態系】
・藻場、マングローブ林、塩性湿地
（アマモ場・海藻） （干潟）

・有効なCO2吸収源

・熱帯森林よりも早い減少率で消失

⇒ 早急な対策が必要



Krause-Jensen＆Duarte (2016)を改変

気胞（きほう）

海藻藻場や海藻養殖も有効な吸収源



2023年11月公開

藻場によるCO2貯留量の算定手法

https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2023/files/1101bluecarbon_guidebook.pdf

2024年9月公開

農林水産省・みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち農林水産研究の推進
（委託プロジェクト研究 R2-R6：JPJ008722）

個別課題名：「ブルーカーボンの評価手法及び効率的藻場形成・拡大技術の開発」



藻場のCO2貯留プロセス

IPCC湿地ガイドライン
（国連に報告する際の手引書）

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の
ガイドラインに準拠した方法で算定
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※ 吸収ポテンシャル 
対象とする海草・海藻が現存
量1gあたりで貯留するCO2量

（吸収係数は単位面積当たり
で貯留するCO2量）

藻場のCO2貯留プロセス

（１）単位重量当たりのCO2貯留能力 ×（２）最大現存量

単位面積当たりの
CO2貯留量

対象とする藻場面積に生えている
海草・海藻の現存量

それぞれの海草・海藻が
貯留できる潜在的なCO2量

① ②
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④
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④

（1）海藻・海草の
種類を特定する

（2）植生の面積当たり
の量を測る



藻場タイプ・海域区分別の吸収ポテンシャル
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藻場タイプ・海域区分別の吸収係数



国の温室効果ガスインベントリへの登録 2024年4月







Hoegh-Guldberg et al. (2019)を改変

Offshore renewable energy
（沖合再生可能エネルギーの開発）

Ocean based transport
（海上輸送の脱炭素化）

Seafood (Fisheries)
（水産業の振興）

Blue carbon ecosystems
（ブルーカーボン生態系の保全再生）

DACCS
(CO2回収と海底貯留）

国連等における海洋での気候変動対策の骨子
（パリ協定を達成するための5つのアクション）



国際動向：海洋で取り組まれる５つの気候変動対策

（堀 2020）



Hoegh-Guldberg, O., Northrop, E. et al. 2023. "The ocean as a solution to climate change: Updated 

opportunities for action." Special Report. Washington, DC: World Resources Institute. 

ブルーカーボン生態系

水産業

2023年改訂

ブルーカーボン生態系
⇒数値は1/2に

水産業の振興
    ⇒数値は×3に



キリンサイの仲間

マコンブ類

オゴノリの仲間

ワカメ

ノリ

ツノマタの仲間

Naylor et al. （2021）Nature

・海藻はアジアだけでも3000万
トンを超える、うち食用は35％

・海藻養殖は養殖全体の30％、
海面養殖の50％



海藻養殖が世界中で急速に発展している

https://seaweedinsights.com/global-production/



海藻養殖が世界中で始まっている

水産庁HPから引用 https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/r05_h/trend/1/t1_4_1.html

2030年に約2兆円規模の市場へ



Duarte et al. in press, Nature Climate Change

海藻養殖が世界中で始まっている



北米（アラスカ：海藻養殖が始まって5年未満）

Ribbon kelp Alaria属
（アイヌワカメ、チガイソ）

Bull kelp Nereocystis属

Sugar kelp Saccharina属



ヨーロッパ（北海～北欧：海藻養殖が始まって5～10年）

2023年現在

2050年に1000万トンを目標

1000

2050



海藻養殖で藻場も元気に

単位面積当たりのCO2吸収を最大化

https://jizakanavi-fukuoka.jp/を改変

面的に展開

巨大なスポアバッグ（次世代の供給）の機能へ

回収して食料、産業利用の拡大

深場に藻場を作る海藻

食料、産業利用の海藻

浅場に藻場を作る海藻

海藻の強み⇒海藻ごとに適した水深（光強度）

農林水産省・みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業
（委託プロジェクト研究 R2-R6：JPJ008722）
「ブルーカーボンの評価手法及び効率的藻場形成・拡大技術の開発」

“複層展開”

https://jizakanavi-fukuoka.jp/


１．再生可能エネルギー２．海上輸送の
脱炭素化

３．ブルーカーボンの活用４．水産業の振興と脱炭素化

５．海底へのCO2直接埋没

気候変動対策＋食料生産＋再生可能エネルギー

融合

国連等における海洋での気候変動対策の骨子
（パリ協定を達成するための5つのアクション）



• 多種多様な海藻養殖＋藻場再生への発展

⇒CO2吸収源の拡大

• バイオマス資源生産など新しい水産業への発展

⇒新しい価値化（食用以外の活用、カーボンクレジットの活用）

• 頑強・大規模な海面養殖システムの開発と発展

⇒食害対策・温暖化対策の推進・システム化

⇒港湾や海上・海中構造物などを利用した大規模化

さらなる活用にむけて



社会変革への３つの貢献

ネイチャーポジティブ
食料生産

サーキュラー
エコノミー

カーボンニュートラル
（TCFD）

ブルーカーボン

“海洋バイオマス産業の
立ち上げ”

“生物多様性の
ゆりかご”

“CO2吸収源
の拡大”

“IMTAの推進”
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